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北アルプス広域消防職員が
長野県消防救助技術大会へ参加しました。

平成29年５月９日に開催された北アルプス広域消防本部消防救助技術大会の結果、ロープブリッジ
渡過､ ロープブリッジ救出、引揚救助の３種目で予選を突破した11名の隊員が、６月17日に長野県
消防学校で開催された第36回長野県消防救助技術大会に参加しました。

　大会の結果、北アルプス広域消防本部では個人種目（ロープ
ブリッジ渡過）で２名、団体種目（ロープブリッジ救出）１チー
ムが表彰されました。
　県大会では、普段通り出来たこと、出来なかったことがあ
りましたが、今年の気持ちを忘れず、来年は県大会よりも先
の大会に進めるように精一杯頑張りたいと思います。
　今年度の救助訓練大会は終わっ
てしまいましたが、実際の救助活
動の場面では、万全の状態で挑め
るように体力錬成を行っていきます。



－１－

５
月
定
例
会
開
催

５
月
定
例
会
　
議
会
組
織
に
つ
い
て

　
白
馬
村
議
会
議
員
の
改
選
及
び
大
町
市
、
池
田
町
議
会
の

申
し
合
わ
せ
に
よ
り
、
広
域
連
合
議
会
議
員
の
構
成
が
新
し

く
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
長
及
び
副
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
議
長
に
勝
野

富
男
議
員
、
副
議
長
に
白
澤
富
貴
子
議
員
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
委
員
会
の
委
員
構
成
及
び
監
査
委
員
に
つ
い
て
は
左
表

の
と
お
り
で
す
。

　
５
月
定
例
会
で
は
報
告
案
件
７
件
、
人
事
案
件
１
件
、
事

件
案
件
１
件
、
条
例
案
件
２
件
、
予
算
案
件
１
件
の
議
案
が

上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
承
認
・
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

◇
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
実
施
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

◇
消
防
賞
じ
ゅ
つ
金
及
び
殉
職
者
特
別
賞
じ
ゅ
つ
金
条
例
制

定
に
つ
い
て

議　会

平
成
28
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て

一
般
会
計

　
南
部
消
防
署
浄
化
槽
改
修
工
事
が
年
度
内
に
完
了
し
な
い

た
め
次
年
度
へ
繰
り
越
す
も
の
、
及
び
事
業
確
定
に
よ
る
係

数
整
理

介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
特
会
、
介
護
保
険
事
業
特
会
、

老
人
福
祉
施
設
等
事
業
特
会

　
事
業
確
定
に
よ
る
係
数
整
理

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
高
規
格
救
急
車
１
台
の
取
得

条
例
の
制
定
・
改
正
に
つ
い
て

　
◇
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
◇
基
金
条
例
の
一
部
改
正

平
成
29
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て

一
般
会
計

　
白
馬
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
実
施
設
計
委
託
料
・
工
事
請

負
費
の
増
額
及
び
消
防
職
員
殉
職
に
伴
う
賞
じ
ゅ
つ
金
の
増

額
が
主
な
も
の
。

所属委員会

市町村名

及び氏名（敬称略）

総

務

運

営

委

員

会

福

祉

常

任

委

員

会

議

会

運

営

委

員

会

ご
み
処
理
特
別
委
員
会

大
町
市

勝野　富男【議長】(新 ) ● ●

高橋　　正 (新 ) ● ○ ◎

佐藤　浩樹 (新 ) ○ ●

大和　幸久 ● ●

松島　吉子 ● ●

二條　孝夫【監査委員】 ● ●

大厩　富義 ( 新 ) ○ ●

池
田
町

那須　博天 ● ◎

和澤　忠志 ( 新 ) ●

薄井　孝彦 ( 新 ) ●

松
川
村

白澤　富貴子【副議長】 ● ●

佐藤　節子 ●

梨子田　長生 ●

白
馬
村

北澤　禎二郎 ( 新 ) ◎ ● ●

津滝　俊幸 ( 新 ) ● ○

篠﨑　久美子 ( 新 ) ● ●

小
谷
村

北村　利幸 ● ● ●

横澤　かつ子 ◎ ●

※ (新 )：新たに選出された議員

※◎委員長、○副委員長、●委員

一
般
質
問
（
要
旨
・
抜
粋
）

梨
子
田
　
長
生
議
員
（
松
川
村
）

　
若
者
交
流
・
結
婚
支
援
に
つ
い
て
基
本
的
な
考

え
方
、
取
組
み
状
況
は
。

　
若
者
交
流•

結
婚
支
援
は
、
最
優
先
課
題
と
位

置
づ
け
て
い
る
。
結
婚
と
い
う
も
の
を
強
く
前
面

に
出
さ
ず
出
会
い
の
場
の
創
出
を
図
っ
て
い
る
。
若
者
交
流

イ
ベ
ン
ト
は
圏
域
の
若
者
12
人
か
ら
な
る
実
行
委
員
会
を
組

織
し
、
若
々
し
い
発
想
を
活
か
し
た
企
画
に
よ
り
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。

　
総
合
事
業
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
実
施
す
る
Ｂ

型
、
Ｄ
型
サ
ー
ビ
ス
の
進
捗
状
況
や
課
題
は
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
地
域
住
民
等
が
実

施
す
る
介
護
予
防
や
生
活
支
援
等
の
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
、
新
規
立
ち
上
げ
を
支
援
す
る
た
め
、
養
成
研
修
を

開
催
し
、
80
人
が
研
修
課
程
を
修
了
し
た
。

　
総
合
事
業
の
趣
旨
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮

ら
せ
る
よ
う
、
市
町
村
の
実
情
に
応
じ
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

を
保
険
者
の
創
意
工
夫
で
実
現
す
る
も
の
だ
が
、
一
方
で
、

介
護
保
険
は
、
同
じ
保
険
料
の
負
担
で
、
同
じ
水
準
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
理
念
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
相

反
す
る
理
念
を
両
立
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

　
３
消
防
署
の
救
急
車
の
出
動
数
や
外
国
人
へ
の

対
応
は
。

　
昨
年
は
３
消
防
署
全
体
で
３
，
３
７
９
件
。
消

防
署
別
の
出
動
割
合
を
、
過
去
５
年
間
で
見
る
と

大
町
消
防
署
が
48
％
、
北
部
署
は
28
％
、
南
部
署
は
24
％
と

な
っ
て
い
る
。
外
国
人
の
対
応
は
、
多
言
語
通
訳
サ
ー
ビ
ス

を
委
託
し
て
運
用
し
て
い
る
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁



－２－

二
條

　
孝
夫
議
員
（
大
町
市
）

①
定
住
に
関
す
る
分
野
で
の
実
績
、
効
果
は
。

②
今
後
の
自
立
圏
定
住
事
業
の
在
り
方
は
。

　
①
昨
年
度
は
、
移
住
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
移
住

相
談
窓
口
の
連
携
、
魅
力
体
験
ツ
ア
ー
の
開
催

に
取
り
組
ん
だ
。
全
国
各
地
で
競
争
が
激
化
す
る
中
、
こ

の
地
域
を
１
つ
の
エ
リ
ア
と
し
て
魅
力
を
発
信
し
て
、
移

住
希
望
者
の
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
た
と

考
え
て
い
る
。

　
②
移
住
交
流
専
門
部
会
で
事
業
拡
充
の
検
討
を
進
め
る
。

広
域
連
合
が
５
市
町
村
間
の
連
絡
調
整
機
能
を
果
た
す
こ
と

に
よ
り
、
２
０
４
０
年
の
圏
域
人
口
５
万
人
を
維
持
で
き
る

よ
う
に
す
る
。

①
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
課
題
は
。

②
介
護
予
防
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
は
。

　
①
身
体
介
護
を
必
要
と
し
な
い
要
支
援
認
定
者

の
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
増
加
、
介
護
保
険
制
度
に
よ

ら
な
い
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
進
展
が
課
題
。
第
７
期
事
業
計
画

で
は
、
今
ま
で
以
上
に
多
様
な
視
点
で
策
定
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

　
②
総
合
事
業
で
は
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
の
市
町
村

が
実
施
す
る
介
護
予
防
事
業
、
広
域
連
合
が
実
施
す
る
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
の
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
高
齢
者

を
地
域
で
支
え
る
活
動
の
３
つ
の
事
業
を
実
施
。
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
り
、
介
護
保
険
と
同
様
に
利
用

者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
利
用
計
画
を
作
成
す
る
。

総
務
課
・
介
護
福
祉
課
・
消
防
本
部

◆
募
集
人
員

　
①
一
般
事
務
補
助
職
員
（
若
干
名
）

　
②
介
護
保
険
要
介
護
認
定
調
査
員
（
若
干
名
）

◆
応
募
資
格

　
・
本
人
又
は
家
族
が
大
北
地
域
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
。

　
・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
こ
と
。

　
・
介
護
保
険
要
介
護
認
定
調
査
員
に
つ
い
て
は
、
医
療
・
保
健
・
福

祉
関
係
等
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す
る
こ
と
。（
要
問
合
せ
）

◆
勤
務
条
件
・
勤
務
先

　
▽
賃
金

　
①
日
額
６
，３
０
０
円

　
②
月
額
１
７
６
，０
０
０
円
（
未
経
験
の
場
合
は
１
２
６
，０
０
０
円
）

　
▽
勤
務
時
間

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

（
週
５
日
勤
務
、
土
日
祝
日
及
び
年
末
年
始
は
休
み
）

　
▽
勤
務
先

　
　
①
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
事
務
局
、
ま
た
は
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消

防
本
部

　
　
②
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
事
務
局
、
ま
た
は
白
馬
村
役
場

◆
採
用
試
験
（
作
文
試
験
及
び
面
接
試
験
）

２
月
３
日
（
土
）
に
大
北
福
祉
会
館
で
実
施
。

◆
受
験
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

１
月
４
日
（
木
）
〜
26
日
（
金
）
ま
で
に
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
写
真
を
貼
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
雇
用
条
件
等
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〒
398-

0002
大
町
市
大
町
１
０
５
８
番
地
33

北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
　
総
務
課
総
務
係
ま
で

（
℡
22-
６
７
６
４
）

鹿
島
荘
・
ひ
だ
ま
り
の
家

◆
募
集
人
員
（
臨
時
職
員
・
パ
ー
ト
臨
時
職
員
）

③
養
護
老
人
ホ
ー
ム
鹿
島
荘
支
援
員
（
月
給
制
８
名
）

④
養
護
老
人
ホ
ー
ム
鹿
島
荘
調
理
員
（
月
給
制
３
名
）

⑤
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ひ
だ
ま
り
の
家
介
護
員

（
月
給
制
５
名
、
日
給
制
又
は
時
間
給
制
４
名
）

◆
応
募
資
格
（
要
問
合
せ
）

　
・
通
勤
可
能
で
あ
る
こ
と
。

　
・
鹿
島
荘
支
援
員
及
び
ひ
だ
ま
り
の
家
介
護
員
は
、
原
則
と

し
て
身
体
介
護
に
関
す
る
資
格
を
有
す
る
こ
と
。（
要
問
合
せ
）

　
・
鹿
島
荘
調
理
員
は
、
原
則
と
し
て
調
理
師
資
格
を
有
す
る

こ
と
。

◆
勤
務
条
件
（
要
問
合
せ
）

　
▽
賃
金

③
月
額
１
６
６
，０
０
０
円
〜
１
７
６
，０
０
０
円

④
月
額
１
４
３
，５
０
０
円

⑤
月
額
１
６
６
，０
０
０
円
〜
１
７
６
，０
０
０
円
、

日
額
７
，５
０
０
円
〜
８
，０
０
０
円

時
給
９
５
０
円
〜
１
，０
３
０
円

　
▽
勤
務
時
間

そ
れ
ぞ
れ
１
か
月
を
通
じ
て
の
変
則
勤
務
。

原
則
週
38
時
間
45
分
以
内

◆
採
用
試
験
（
面
接
試
験
）

２
月
初
旬
に
実
施
。

◆
受
験
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

１
月
26
日
（
金
）
ま
で
に
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
写
真
を
貼
付
し
て
鹿
島
荘
へ
。（
休
日
の
受
付
可
）

詳
し
い
雇
用
条
件
等
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〒
398-

0002
大
町
市
大
町
８
０
３
５
番
地

養
護
護
老
人
ホ
ー
ム
鹿
島
荘
ま
で
（
℡
22-

０
４
９
７
）

平
成
30
年
度
臨
時
職
員
の
募
集
に
つ
い
て

詳
細
は
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

職員募集

質
問

答
弁

質
問

答
弁



－３－

８
月
定
例
会
開
催

平
成
29
年
８
月
定
例
会
の
概
要

　
平
成
29
年
８
月
定
例
会
が
８
月
23
・
24
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
８
月
定
例
会
で
は
、
平
成
28
年
度
各
会
計
の
決
算
及
び
平

成
29
年
度
事
業
の
う
ち
指
定
管
理
者
公
募
選
定
に
係
る
費

用
、
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
に
係
る
費
用
、
各
会
計
前
年
度

繰
越
金
の
補
正
予
算
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案

ど
お
り
認
定
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
事
業
特
別
会
計

大
北
福
祉
会
館
耐
震
・
大
規
模
改
修
工
事
へ
基
金
を
充
当

す
る
た
め
、
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
基
金
繰
入
金
と
一
般
会

計
繰
出
金
が
増
額

基
金
運
用
に
よ
る
利
子
収
入
の
減
少
な
ど
に
よ
る
減
額

▼
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
特
別
会
計

ナ
ー
ス
コ
ー
ル
設
備
入
替
え
工
事
費
等
に
よ
る
増
額

▼
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

要
介
護
認
定
を
受
け
た
方
の
増
加
に
比
例
し
て
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
用
も
増
加
し
た
こ
と
等
に
よ
る
増
額

会　　計　　名 歳出決算額 対前年度比

一般会計 16億 6540 万 3千円 18.9％

ふるさと市町村圏事業特別会計 1億 1989 万 1千円 73.2％

介護老人保健施設事業特別会計
（虹の家）

2億 5829 万円 △ 2.7％

介護保険事業特別会計 65億 1041 万 5千円 1.6％

平日夜間救急医療事業特別会計
（急病センター）

1710 万 8千円 8.9％

老人福祉施設等事業特別会計
（鹿島荘・ひだまりの家）

2億 4842 万 6千円 10.3％

総　　計 88 億 1953 万 3千円 6.0％

（注）各会計の合計額と総計欄の額とは、千円未満の調整により差異があります。

▼
平
日
夜
間
救
急
医
療
事
業
特
別
会
計
：
受
診
者
の
増
加
に

伴
う
医
薬
材
料
費
等
の
増
額

▼
老
人
福
祉
施
設
等
特
別
会
計
：
太
陽
光
発
電
設
備
工
事
に

関
わ
る
経
費
及
び
療
休
代
替
職
員
賃
金
の
増
額

平
成
28
年
度
補
正
予
算

▼
一
般
会
計
（
第
２
号
）

歳
出
で
は
臨
時
職
員
増
員
に
よ
る
賃
金
の
増
額
、
一
般
廃

棄
物
処
理
施
設
運
転
管
理
業
務
委
託
料
、
計
量
機
付
パ
ッ

カ
ー
車
購
入
に
伴
う
増
額
な
ど

▼
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
事
業
特
別
会
計
（
第
１
号
）

前
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金
の
確
定
に
伴
う
補
正
の
み

▼
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
特
別
会
計
（
第
１
号
）

前
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金
の
確
定
に
伴
う
補
正
及
び
滞

納
繰
越
分
施
設
利
用
料
の
増
額

▼
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
（
第
１
号
）

前
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金
の
確
定
に
伴
う
補
正
及
び
過

年
度
国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金
、
支
払
基
金
交
付
金
、
市

町
村
負
担
金
の
精
算
に
よ
る
増
額
な
ど

▼
平
日
夜
間
救
急
医
療
事
業
特
別
会
計
（
第
１
号
）

前
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金
の
確
定
に
伴
う
補
正
及
び
ト

イ
レ
改
修
工
事
費
の
負
担
金
増
額

▼
老
人
福
祉
施
設
等
事
業
特
別
会
計
（
第
１
号
）

前
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金
の
確
定
に
伴
う
補
正
及
び
市

町
村
へ
の
償
還
金
、
ひ
だ
ま
り
の
家
事
業
基
金
へ
の
積
立

金
の
増
額

次
号
で
は
、
11
月
・
２
月
定
例
会

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

議　会平
成
28
年
度
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合

各
会
計
の
決
算
状
況

　
平
成
28
年
度
決
算
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計
と
５

つ
の
特
別
会
計
に
ま
と
め
ま
し
た
の
で
４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
一
般
会
計

　
平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
は
、
大
北
福
祉
会
館
耐
震
・
大

規
模
改
修
工
事
、
駐
車
場
造
成
工
事
等
に
よ
り
平
成
27
年
度

と
比
べ
て
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
特
別
会
計
に
お
け

る
前
年
度
決
算
額
と
の
主
な
増
減
理
由
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。
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平成 28 年度広域連合各会計の決算について

一般会計（広域事務所、広域消防、葬祭場他）

議会費 議会開催のための費用

総務費 広域事務所の運営費

民生費
福祉施設等建設補助、
障害者相談支援事業費

衛生費
火葬場運営費、ごみ処理
広域化事業費

消防費 消防救急業務運営費

土木費
市町村が行う公共土木
工事設計監理経費

公債費 地方債償還金

介護保険事業特別会計

老人福祉施設等

事業特別会計

ふるさと市町村圏

事業特別会計

平日夜間救急医療

事業特別会計

介護老人保健施設

事業特別会計

■歳入（単位：千円）

分担金・負担金 180,064
サービス収入 36,174
県 支 出 金 28,089
繰 越 金 17,542
諸収入・財産収
入・寄付金等

921

合　計 262,790

■歳出（単位：千円）

民 生 費 224,939
公 債 費 23,487

合　計　 248,426

■歳入（単位：千円）

使用料・手数料 4,678
分担金・負担金 11,601
繰 越 金 2,442
諸 収 入 60

県 支 出 金 1,331

合　計　20,112

■歳出（単位：千円）

総 務 費 17,108
合　計 17,108

■歳入（単位：千円）

療養介護費収入 234,575
繰 越 金 14,541
諸収入・財産
収入・寄付金

1,635

繰 入 金 15,118

合　計 265,869

■歳出（単位：千円）

介護老人保険
施 設 事 業 費

258,290

合　計 258,290

■歳入（単位：千円）

財 産 収 入 1,912
繰 入 金 116,846
繰 越 金 4,177

諸 収 入 157

合　計 123,092

■歳出（単位：千円）

ふるさと市町村
圏振興事業費

119,891

合　計 119,891

（単位：千円）

（単位：千円）

分担金及び負担金
1,419,913

使用料・手数料・その他 935

県支出金 5,589

繰入・繰越金169,116

諸収入 10,518

連合債 37,700

国庫支出金50,923

議会費 744

総務費 292,866

民生費 27,585

衛生費 351,122

消防費 859,522

土木費
50,742

公債費
82,822

歳入
1,694,694千円

歳出
1,665,403千円

保険料1,340,606

分担金及び負担金
962,154

国庫支出金 1,544,018 支払基金交付金 1,701,830

県支出金921,209

繰越金 19,134

手数料・財産収入・諸収入
6,047

繰入金 40,552

総務費 158,998

保険給付費6,006,359

基金積立金
110,366

地域支援事業費
198,194

諸支出金36,498

歳入
6,535,550千円

歳出
6,510,415千円
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広
域
消
防
だ
よ
り

　
南
部
消
防
署
で
は
、
解
体
が
予
定
さ
れ
て

い
る
北
ア
ル
プ
ス
医
療
セ
ン
タ
ー
あ
づ
み
病

院
の
一
部
を
お
借
り
し
、
シ
ナ
リ
オ
の
な
い

臨
機
応
変
な
、
個
々
の
対
応
力
が
試
さ
れ
る

訓
練
を
８
月
に
行
い
ま
し
た
。

　
上
階
進
入
に
有
効
な
ス
ペ
ー
ス
の
と
れ
な

い
状
況
下
で
の
消
防
活
動
や
、
限
ら
れ
た
資

機
材
で
の
救
出
方
法
の
模
索
な
ど
、
少
人
数

大
規
模
災
害
を
想
定
し
た
消
防
救
助
訓
練
を
行
い
ま
し
た

新
型
高
規
格
救
急
車
が
納
車
に
な
り
ま
し
た

　
北
部
消
防
署
に
お
い
て
平
成
18
年
度
か
ら

11
年
間
に
わ
た
り
27
万
㎞
を
走
行
し
、
延
べ

４
，
１
０
０
人
余
の
方
を
搬
送
し
て
き
た
高

規
格
救
急
車
を
更
新
し
ま
し
た
。

　
新
車
両
は
、
救
急
隊
員
の
経
験
と
ア
イ
デ

ア
を
結
集
し
た
最
新
の
装
備
や
資
器
材
を
搭

載
し
、
安
全
・
迅
速
・
確
実
な
活
動
が
可
能

で
す
。

　
主
な
特
徴
と
し
て
、
夜
間
の
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
高
輝
度
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
、
高
度
救

命
処
置
資
器
材
の
積
載
、「
再
帰
性
に
富
ん

だ
反
射
材
」に
よ
る
バ
ッ
テ
ン
バ
ー
グ
・
マ
ー

キ
ン
グ(

市
松
模
様)

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

で
も
で
き
る
初
動
体
制
の
確
立
を
目
指
し
た

も
の
で
す
。

　
訓
練
を
通
じ
、
日
々
の
点
検
や
確
認
を
怠

る
こ
と
な
く
効
率
化
を
目
指
す
こ
と
、
中
堅

と
若
手
職
員
と
の
意
見
交
換
を
密
に
行
う
こ

と
で
、
二
次
災
害
の
防
止
に
も
繋
が
る
も
の

と
再
認
識
す
る
こ
と
で
き
、
有
意
義
な
訓
練

と
な
り
ま
し
た
。

訓
練
の
様
子

　
ま
た
、
増
加
す
る
外
国
人
傷
病
者
へ
の
対

応
や
、
文
字
・
画
像
に
よ
る
情
報
共
有
の
た

め
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
初
め
て
導
入
し
、

翻
訳
ア
プ
リ
や
通
訳
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
容
易

に
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
全
国
的
に
も
救
急
要
請
は
増
加
の
傾
向
に

あ
り
、
当
管
内
で
も
全
て
の
救
急
車
が
同
時

に
活
動
し
て
い
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　
限
ら
れ
た
資
源
を
有
効
に
ご
活
用
い
た
だ

く
た
め
、
今
後
と
も
救
急
車
の
適
切
な
利
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

消　防



－６－

養
護
老
人
ホ
ー
ム
鹿
島
荘
・

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ひ
だ
ま
り
の
家

介
護
老
人
保
健
施
設
虹
の
家

お
囃
子
訪
問
演
奏
会

　
７
月
15
日
（
土
）
に
大
町
市
の
堀
六
日
町
囃
子
保
存
会
の

皆
さ
ん
に
よ
る
訪
問
演
奏
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　
保
存
会
の
皆
さ
ん
は
平
成
10
年
か
ら
訪
問
演
奏
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
、
本
年
で
20
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
今
年
は
総
勢
15
名
の
方
が
信
太
の
森
の
狐
『
葛
の
葉
』
を

連
れ
て
演
奏
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
曲
目
は
、
道
中
囃
子
、
新
囃
子
、
木
曾
節
等
・
・
・
入
所

者
さ
ん
た
ち
も
囃
子
に
合
わ
せ
て
、
手
拍
子
を
し
た
り
、
木

曾
節
を
口
ず
さ
ん
だ
り
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
伊
藤
会
長
か
ら
お
囃
子
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
道
中

囃
子
に
は
じ
ま
り
、
道
中
囃
子
に
終
わ
る
そ
う
で
す
。

　
最
後
の
道
中
囃
子
は
、
強
弱
を
つ
け
て
、
相
手
の
お
囃
子

を
混
乱
さ
せ

る
喧
嘩
囃
子

と
も
言
う
そ

う
で
す
。

今
年
も
狐
の

か
わ
い
い
動

き

に

癒

さ

れ
、
お
祭
り

気
分
を
一
足

先
に
味
わ
い

ま
し
た
。

広
域
連
合
の
福
祉
施
設
だ
よ
り

若
一
王
子
神
社
例
大
祭

　
７
月
23
日
（
日
）、

「
ハ
オ
！
　
ハ
オ
‼

ハ
オ
‼
」
の
か
け
声

と
と
も
に
、
今
年
も

仁
科
町
・
南
原
町
氏

子
の
皆
様
方
の
格
別

な
ご
配
意
に
よ
り
、

日
本
一
の
子
ど
も
流

鏑
馬
を
ご
披
露
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
大
町
を
代
表
す
る

若
一
王
子
神
社
の
お

祭
り
で
、
ご
披
露
い

た
だ
い
た
「
流
鏑
馬

の
神
事
」
は
長
野
県
の
「
無
形
民
俗
文
化
財
」
に
も
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
利
用
者
の
皆
様
方
は
「
健
康
長
寿
」
の
的
を
射
貫
く
馬
上

の
少
年
に
思
い
を
は
せ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
地
域
の
皆
様
方
の
ご

配
慮
大
変
あ
り
が
た
く

存
じ
ま
す
。

福祉施設

納
涼
祭

　
８
月
２
日
（
水
）、
毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た
大
新
田
町

自
治
会
と
共
催
の
納
涼
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
大
新
田
町
の
皆
さ
ん
や
福
祉
事
業
の
関
係
者
な
ど
約

３
０
０
人
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
炭
坑
節
や
や
ま
び
こ

音
頭
で
盆
踊
り
を
行
い
、
焼
き
と
う
も
ろ
こ
し
、
お
で
ん
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な
ど
の
食
べ
物
や
、
輪
投
げ
、
ボ
ン
ボ
ン

釣
り
の
屋
台
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
お
祭
り
気
分
も
盛
り
上
が
っ
て
き
た
と
こ
ろ
に
、
松
川
村

響
岳
太
鼓
子
供
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
勇
ま
し
い
、
迫
力
満
点

の
太
鼓
演
奏
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
納
涼
祭
の
た
め
に
３
日
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

来
て
い
た
だ
い
た
仁
科

台
中
学
校
の
生
徒
の
皆

さ
ん
に
鹿
島
荘
入
所
者

の
介
助
を
し
て
い
た
だ

き
、
入
所
者
の
皆
さ
ん

も
大
変
喜
ん
で
い
ま

し
た
。

　
納
涼
祭
の
最
後
に
は

鹿
島
荘
職
員
に
よ
る
打

ち
上
げ
花
火
で
幕
を
閉

じ
ま
し
た
が
、
子
供
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広

い
年
代
の
皆
さ
ん
に
夏

の
世
の
ひ
と
時
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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建
設
が
進
む

　
　
北
ア
ル
プ
ス
エ
コ
パ
ー
ク

　
広
域
連
合
で
は
、
大
町
市
、
白
馬
村
、
小
谷
村
の
３
市
村
か
ら
出
さ
れ

る
ご
み
の
広
域
処
理
に
む
け
、
平
成
28
年
か
ら
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
「
北

ア
ル
プ
ス
エ
コ
パ
ー
ク
」
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
焼
却
炉
な
ど
の
プ
ラ
ン
ト
設
備
で
は
、
主
な
設
備
の
設
置
を
終

え
、
配
管
工
事
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
建
物
の
建
設
工
事
で
は
、

屋
根
や
外
壁
工
事
を
進
め
て
お
り
、
煙
突
部
分
は
ほ
ぼ
完
成
の
高
さ
59
メ
ー

ト
ル
に
達
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
建
設
工
事
を
進
め
、

来
年
３
月
末
に
大
町
市
の

ご
み
を
受
け
入
れ
、
実
際

に
ご
み
を
燃
や
す
試
運
転

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
試
運
転
で
は
、
施
設
の

本
稼
働
に
向
け
て
、
安
定

し
た
ご
み
の
焼
却
が
で
き

る
よ
う
各
機
器
の
調
整
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　
ご
み
処
理
広
域
化
は
平

成
30
年
８
月
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
現

在
の
３
市
村
の
指
定
ご
み

袋
や
分
別
品
目
を
統
一
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
各
市
村
の
広
報
紙

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

12月16日㈯ 鹿島槍スキー場オープン
HAKUBAVALLEY鹿島槍スキー場　23-1231

キッズ、ビギナーからエキスパートまで楽しめる豊富なコー
スバリエーションが人気。スノーパークやキッズパーク
も充実

12月16～22日 初滑り・シーズンイン割引
白馬コルチナスキー場　82-2236 大人もこどももリフト一日券がお得に！

12月24日㈰ クリスマスイベント
白馬コルチナスキー場　82-2236 ゲレンデ内にスキーをはいたサンタクロースが登場！

12 月 27 日、１月 21 日、
2月18日

スキーこどもの日
栂池高原スキー場　83-2515 小学生以下のお子様のリフト乗車券が無料

12月31日㈰ NewYear 花火＆松明滑走
白馬コルチナスキー場　82-2236 カウントダウンとともに打ちあがる花火で新年をお祝い

12月下旬 ヶ岳スキー場オープン（予定）
HAKUBAVALLEY ヶ岳スキー場　22-0551

はじめの一歩は ガ岳で。大人気のトロイカと広く見通
しの良い傾斜面はキッズファミリーやグループに最適です。

1月1日（日・祝） 元旦イベント
白馬コルチナスキー場　82-2236 8:00～振舞い酒や各種イベントを開催します。

　　　〃 New　Yearはくのり花火
白馬乗鞍温泉スキー場　82-2811 若栗中央ゲレンデで花火の打ち上げを行います。

1月7、8、14、21、28日
2月11日

アーリーモーニング
栂池高原スキー場　83-2515 一部ゲレンデが早朝から営業スタート！

1月20日㈯2月17日㈯ 白馬乗鞍・キッズイベント
白馬乗鞍温泉スキー場　82-2811 宝探しや、ちびっこ広場での振舞いがあります。

1月21日㈰2月18日㈰ スキーこどもの日
白馬乗鞍温泉スキー場　82-2811 小学生以下のお子様のリフト乗車券が無料

2月3日㈯ 若一王子神社節分祭
若一王子神社社務所　22-1626

福だるまや縁起物などの出店、宝くじの配布、追難式、
福豆まき、子どもたちへのプレゼントなどが行われます。

2月3、10､ 17､ 24日 第15回大町温泉郷夢花火と音の祭典
大町温泉郷観光協会　22-3038

雪景色と澄んだ空に映える冬の花火は予想以上にキレイ
で和太鼓演奏とのコラボも圧巻です。キャンドルライト
やイルミネーション、竹燈が幻想的な冬の夜を演出します。

2月10日㈯ 大網火祭り
小谷村観光連盟　82-2233

雨飾山の神様に新たな年の五穀豊穣を願い、神に扮した
男たちが踊る幻想的なお祭り

2月11日㈰ あめ市
大町商工会議所　22-1890

古来生活必需品であった塩を売った「塩の市」が転じて「あ
め市」になったと言われている伝統的なイベントです。 
塩俵をかたどった飴や福飴、縁起物を売る露店が並び、
まちなかウォークスタンプラリーなどを行います。

お
問
い
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北アルプスエコパークの建設現場（11 月撮影）

ごみ処理


